
６
月
郡
日
、
Ｈ
Ｄ
Ｃ
神
戸
で
セ

ル
コ
ン
の
新
カ
ー
テ
ン
総
合
見
本

帳
、
「
セ
ル
コ
ン
カ
ー
テ
ン
総
合
見

本
帳
叫
哩
」
の
記
者
発
表
会
が
開

か
れ
た
。
麺
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
見

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

テ
レ
ビ
が
教
え
て
く
れ
た
も
の

震
災
体
験
を
神
戸
の
人
々
に
と

っ
て
よ
り
一
層
素
晴
ら
し
い
未
来

を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
資
産
と

し
て
生
か
し
て
い
き
た
い
１
．
そ

ん
な
思
い
か
ら
今
年
４
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
『
神
戸
学
校
」
。
ス
ポ
ー

ツ
界
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
パ
ク
ス

タ
ー
監
督
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
か

ら
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
と

し
て
有
名
な
秀
香
さ
ん
な
ど
、
毎

月
各
業
界
で
活
躍
す
る
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
講
師
と
し
て
招
き
、
講

演
会
と
い
う
形
で
、
そ
の
人
な
ら

で
は
の
経
験
や
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ
ル
、

考
え
方
を
聴
い
て
、
触
れ
て
、
学

☆
神
戸
発
、
未
来
へ
。
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
た
め
の

遍
叩
戸
学
校
』

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

秀香（ＨｌＤＥＫＡ）さん

本
帳
に
は
、
”
柄
、
顕
ア
イ
テ
ム

の
商
品
が
含
ま
れ
、
輸
入
品
が
増

え
た
こ
と
が
特
徴
。

注
目
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
キ
ス
ユ

ニ
オ
ン
社
フ
ラ
ン
ド
ア
コ
エ
デ
ィ

シ
ョ
ン
」
と
、
イ
タ
リ
ア
の
高
級
ブ
ラ

ン
ド
「
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
」
の
日
本

リ
・
プ
ロ
ダ
ク
ｊ
答
叫
ど
ち
ら
も
ウ

オ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
機
能
付
き
で
、
カ
ー

テ
ン
だ
け
で
な
く
、
部
屋
全
体
を

く
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る

（
入
場
無
料
）
。
ハ
イ
セ
ン
ス
絵
本

で
お
馴
染
み
の
フ
ェ
リ
シ
モ
が
運

営
す
る
こ
の
神
戸
学
校
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
地
震
体
験
さ
え
も
プ

ラ
ス
に
活
か
せ
る
小
さ
な
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
講
師
人
選
は
練
り

に
練
ら
れ
て
決
定
。
呼
ん
で
ほ
し

い
人
を
リ
ク
エ
ス
ト
す
れ
ば
、
講

師
リ
ス
ト
に
加
わ
る
可
能
性
も
あ

る
と
の
こ
と
。
自
分
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
人
生
を
変
え
る
憧
れ
の

ア
ノ
人
と
、
神
戸
で
辿
遇
Ｉ
も
夢

で
は
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
神
戸
学
校
事
務
局

神
一
足
巾
中
央
区
浪
花
町
弱
番
地

電
話
０
７
８
．
３
２
５
．
５
５
５
５

☆
の
四
六
○
ｚ
師
フ
ァ
ニ
シ
ン
グ

発
表
会
開
催

g叩：

★
神
戸
高
校
創
立
１
０
０
周
年

記
念
陸
上
競
技
部
史
完
成

１
９
９
６
年
、
兵
庫
県
立
神
戸

高
等
学
校
が
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
。
そ
の
歴
史
を
刻
む
も
の

と
し
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
諸

活
動
に
お
け
る
１
０
０
年
史
を
残

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
ラ
グ
商
品
も
充
実
さ
せ

て
い
る
。

他
、
ベ
ッ
ト
ポ
ト
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
繊
維
を
使
っ
た
レ
ー
ス
ヵ
ー

テ
ン
な
ど
、
鞘
境
保
誰
を
目
的
と

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
も
繭
極
的

に
行
っ
て
い
る
。

タコエディション
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☆
モ
ア
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
圭
士
門

⑧
小
原
孝
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ピ
ア
ノ
よ
歌
え
〜

そ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
単
位
で

編
纂
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
ほ
ど
、
陸
上
競
技
部
の
部

史
が
完
成
。
鯛
年
に
編
集
に
着
手

し
た
が
、
部
の
顔
、
辻
井
五
十
鈴

先
生
の
ご
逝
去
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
影
響
な
ど
で
制
作
が
大
幅

に
遅
れ
、
今
年
よ
う
や
く
完
成
に

崖
ぎ
つ
け
た
。

神
戸
高
校
の
陸
上
部
の
カ
ラ
ー

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

Ｏ
Ｂ
は
も
ち
ろ
ん
、
県
下
の
教
育

関
係
者
や
陸
上
競
技
関
係
者
に
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
現
在
Ｐ
Ｒ

中
。
希
望
者
は
左
記
の
要
領
で
申

し
込
み
を
。

回
書
名
覇
戸
高
校
陸
上
競
技
部
里

発
行
兵
庫
塁
ュ
神
戸
高
竺
学
校
陸
上

競
技
部
Ｏ
Ｂ
会

体
裁
Ａ
４
版
カ
ラ
ー
ヶ
ラ
ビ
ア
８
Ｐ
・

杢
ｘ
２
８
８
Ｐ
卜
璽
・
箱
入
り

価
格
１
０
０
０
０
円

社
団
法
人
・
生
活
文
化
研
究
所

会
員
の
上
川
庄
二
郎
さ
ん
が
、
写

☆
神
々
の
島
・
バ
リ
に
魅
せ
ら

れ
て
写
真
集
出
版

フルート
吉岡美恵子さん

i蕊
碁を興ずる中務船長、中央が上川さん

（写真集より）

将
棋
の
第
弱
期
名
人
戦
で
名
人

に
返
り
咲
い
た
谷
川
浩
司
さ
ん
は
、

名
人
位
通
算
５
期
と
な
り
、
１
９

３
５
年
に
実
力
制
の
名
人
戦
が
開

真
集
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
自
然
と

文
化
」
を
出
版
し
た
。
上
川
さ
ん

は
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
趣
味
。
客
船

「
お
せ
あ
に
つ
く
ぐ
れ
い
す
」
で
各

国
を
訪
問
、
人
々
の
暮
ら
し
に
カ

メ
ラ
を
向
け
て
き
た
。
中
で
も
、

延
べ
７
日
間
し
か
滞
在
し
な
か
っ

た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
強
く
引
か
れ
、

「
お
せ
あ
に
つ
く
ぐ
れ
い
す
」
の
終

航
も
相
ま
っ
て
、
写
真
染
の
製
作

を
決
意
し
た
と
い
う
。

「
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
に
引
か
れ
た
の
か
自
分
で
も
よ

く
分
か
ら
な
い
。
太
平
洋
戦
争
の

賜
痕
が
今
な
お
こ
れ
ら
の
島
々
か

ら
消
え
ず
痛
々
し
い
姿
で
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し

た
強
烈
な
印
象
が
、
南
の
海
の
自

然
の
美
し
さ
に
勝
っ
た
か
ら
か
も

知
れ
な
い
」
。

回
上
川
庄
二
郎
写
真
集
『
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

の
自
然
と
文
化
』
み
る
め
書
房
１
５

０
０
円

☆
谷
川
浩
司
さ
ん

『
永
世
』
名
人
誕
生

頭

露
谷川浩司さん

繊研新聞社
2600円

と
き
８
月
塑
日
（
士
）
４
時
開
演

場
所
神
戸
市
立
西
区
民
セ
ン
タ
ー

入
場
料
（
自
由
席
）
一
般
２
０
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
電
話
予
約
西
区
民
セ

ン
タ
ー
（
０
７
８
．
９
９
１
．
８
３
２

１
）
月
曜
休
館

●
ト
リ
オ
オ
ー
キ
ス
バ
ロ
ッ
ク

音
楽
の
楽
し
み
Ⅵ

ｌ
ド
イ
ッ
バ
ロ
ッ
ク
の
調
べ
ｌ

と
き
８
月
聖
日
（
日
）
２
時

神戸新聞総合出版
センター
1 2 0 0 円十税

聯
始
さ
れ
て
以
来
、
史
上
４
人
目
の

永
世
名
人
資
格
独
得
の
偉
業
を
達

成
し
た
。
引
退
後
、
十
七
世
名
人

を
名
乗
る
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
神
戸
市
は

谷
川
さ
ん
に
「
神
戸
文
化
栄
誉
督
竺

を
贈
っ
た
。
特
別
表
彰
の
中
で
も

特
に
著
し
い
活
踊
を
し
た
人
に
贈

る
同
質
の
受
賞
者
は
谷
川
さ
ん
が

は
じ
め
て
。
関
西
に
初
の
「
永
世

名
人
」
を
も
た
ら
し
た
名
人
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

生
ま
れ
育
っ
た
神
戸
に
、
ス
ポ
ー
ツ

カ
ジ
ュ
ア
ル
メ
ー
カ
ー
の
モ
ン
テ
オ
ヴ

ェ
ス
ト
を
創
業
、
女
性
起
業
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
沼
田
宏
美
さ
ん
と
一
人

娘
・
華
奈
ち
ゃ
ん
が
あ
の
大
震
災
で
逝

っ
た
。本

著
は
彼
女
の
半
生
と
業
綱
を
生
い

立
ち
か
ら
交
友
関
係
、
京
都
で
の
恋
愛
、

結
婚
、
出
産
に
至
る
ま
で
、
夫
が
綴
っ

た
愛
妻
の
記
で
あ
る
。
「
も
う
少
し
、
何

と
か
生
き
て
み
る
よ
。
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
、

ま
た
京
都
で
会
お
う
」
。
結
び
の
言
葉
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

☆
．
ま
だ
遠
い
春
阪
神
大
震

災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会
編

大
震
災
か
ら
二
年
半
。
「
阪
神
大
震
災

を
記
録
し
つ
づ
け
る
会
」
に
よ
る
震
災

体
験
手
記
募
集
も
三
回
目
。
寄
せ
ら
れ

た
一
八
五
編
も
の
手
記
か
ら
は
、
被
災

者
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
垣
間
見
え
て
く

る
。
今
に
な
っ
て
「
別
れ
」
を
味
わ
っ

た
人
、
「
再
出
発
」
を
決
意
し
た
人
…
。

さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
つ
づ
っ
た
中
か

ら
五
十
四
編
を
ま
と
め
、
被
災
地
の

‐
今
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
「
震
災
は

現
在
も
進
行
中
だ
」
。

戦

ハ
ー
ト
と
リ
ボ
ン
剛
川
侭
噸

小原孝さん

一
癖

圃
凸
凸
．
■
田
町
⑪
間
．
吟
甲
身
山
●
■
■

砥
神
大
国
蝋
ａ
平
日
ロ
咽
冒

園
神
戸
の
本
棚

☆
ハ
ー
ト
と
リ
ボ
ン

沼
田
茂
生
著

霞
だ

遠
い
春
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の
遠
山
正
瑛
名
誉
教
授
ら
が
進
め

て
い
る
中
国
で
の
植
林
嚇
業
に
参

加
。
緑
化
運
動
へ
の
思
い
は
熱
か

っ
た
。
鮪
年
、
念
願
叶
っ
て
ゴ
ボ

ウ
の
成
育
に
成
功
。
今
年
４
月
か

ら
は
自
ら
も
資
金
を
出
し
て
植
林

場
所
神
戸
市
産
業
セ
ン
タ
ー
３
階

ホ
ー
ル

入
場
料
（
自
由
席
）
２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
神
戸
コ
ン
サ
ー
ト
協
会

（
０
７
８
．
５
８
３
．
１
１
８
０
）

－
９
９
４
年
、
５
年
間
勤
め
た

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
会
社
を

辞
め
、
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ネ
ッ
ト
を
設
立
、
野
菜
栽
培
の
研

究
と
販
売
を
始
め
る
が
、
販
売
実

績
は
な
し
。
増
田
達
志
さ
ん
（
証

歳
）
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
に
も
鳥
取
大
学

☆
砂
漠
に
緑
を
ふ
や
そ
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ツ
ア
ー
実
施

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
、
七

月
十
七
日
で
二
年
と
六
ヶ
月
を

経
過
し
た
。

神
戸
市
は
、
震
災
復
興
に
あ

た
っ
て
、
神
戸
市
復
興
計
画
を

発
表
し
て
い
る
。
そ
の
計
画
に

よ
れ
ば
、
復
興
へ
の
基
本
課
題

を
十
一
項
目
に
亘
っ
て
挙
げ
、

次
に
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
目
標

花時計

一
画
空軍

増田達志さんと夫人の光世さん

を
揚
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
目

標
別
復
興
計
画
と
し
て
、
ま
ず
、

『
市
民
の
く
ら
し
を
復
興
す
る
』

と
唱
い
、
市
民
生
活
の
再
建
と

安
定
、
安
心
を
得
る
施
策
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
第
二
に
、
『
都

市
の
活
力
』
を
復
興
す
る
こ
と

を
言
い
、
産
業
の
早
期
復
興
を

支
援
し
、
将
来
の
神
戸
を
支
え

る
、
産
業
の
高
度
化
や
新
産
業

の
誘
致
、
育
成
を
柱
と
し
て
い

る
。
第
三
に
、
『
神
戸
の
魅
力

を
復
興
す
る
」
と
し
て
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
、
国
際
性
や
進

取
の
気
風
、
神
戸
の
個
性
を
生

か
し
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く

り
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
推
進
す
る
。
市
民
、
事
業
者
、

市
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
民
全
体
の
ま
ち

づ
く
り
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
事
業
者
と
の
連
携
等
の
施

策
を
行
う
と
示
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
市
は
元
来
、
行
政
主
導

型
と
呼
ば
れ
る
施
策
を
進
め
て

き
た
。
今
や
時
の
流
れ
は
市
民

主
導
、
規
制
緩
和
時
代
だ
。

そ
の
流
れ
に
悼
さ
す
こ
と
は

出
来
な
い
。
自
主
的
な
優
れ
た

市
民
を
持
つ
神
戸
は
、
震
災
を

機
に
率
先
し
て
市
民
全
体
の
施

策
に
転
換
す
る
べ
き
だ
。〈

Ｙ
・
Ｙ
〉

識 ９
－

活
動
を
始
め
た
。
夢
は
エ
ジ
プ
ト

の
砂
漠
で
メ
ロ
ン
を
栽
培
す
る
こ

と
だ
と
か
。

増
田
さ
ん
を
応
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
神
戸
未
来
へ
璽
掛
基

金
」
で
は
、
事
業
地
を
訪
問
し
、

数
日
間
現
地
事
業
を
手
伝
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
、

参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

画
期
間
平
成
９
年
９
月
７
．
科
・
副
日

出
発
８
日
間

場
所
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、

ホ
リ
ン
ゴ
ル

参
加
費
用
２
２
３
０
０
０
円

定
員
各
コ
ー
ス
男
女
釦
名
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

③
問
い
合
わ
せ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
神
戸
・
未
来

へ
の
夢
基
金
（
０
７
８
．
８
５
６
．
９
３

０
５
）

１
９２

１

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

☆
第
五
十
五
期
名
人
戦
七
番
勝
負
に
お

い
て
、
谷
川
浩
司
氏
が
八
期
ぶ
り
二
度

目
の
名
人
復
位
を
果
た
さ
れ
、
木
村
義

雄
、
大
山
康
晴
、
中
原
誠
各
氏
に
次
い

で
、
史
上
四
人
目
の
永
世
名
人
資
格
獲

得
の
伸
業
を
。
七
月
二
十
四
日
、
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
就
位
式
と

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

★
兵
庫
県
知
事
公
室
長
和
久
克
明
氏
が

兵
庫
県
理
亦
（
災
害
保
障
制
度
担
当
）

に
着
か
れ
、
兵
庫
県
生
活
文
化
部
長
の

宮
崎
秀
紀
氏
が
六
月
よ
り
兵
庫
県
知
砺

公
室
長
、
阪
神
・
淡
路
大
誕
災
復
興
本

部
調
整
部
長
に
就
任
。
後
任
に
は
武
田

政
義
さ
ん
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
元
兵
庫
県
文
化
協
会
理
事
長
の
林
五

和
夫
さ
ん
が
、
「
㈱
夢
舞
台
」
の
監
査
役

に
、
ま
た
、
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
生

塾
」
の
塾
長
に
七
月
一
日
よ
り
普
任
さ

れ
ま
し
た
。

☆
岩
田
久
子
さ
ん
（
古
陶
器
研
究
家
）

が
引
越
さ
れ
ま
し
た
。
〒
６
５
１
中
央

区
熊
内
町
４
．
１
２
．
４
．
１
１
０
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
７
１
．
８
１
１
７

★
神
戸
生
ま
れ
の
日
本
銀
行
監
事
寺
田

晴
彦
氏
が
六
月
に
退
任
さ
れ
、
日
本
誼

気
㈱
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
国
際
観
光
ホ
テ
ル
㈱
い
さ
ご
社
長
の

砂
金
虎
夫
さ
ん
（
帥
）
が
七
月
五
日
、

亡
く
な
ら
れ
、
八
日
ご
葬
儀
が
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
素
舌
洞
で
っ
さ
ん
の
マ
マ
、
外
山
と

き
子
さ
ん
（
沼
）
が
、
七
月
五
日
に
ガ

ン
の
た
め
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年

の
秋
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
か
れ
た

五
十
周
年
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
お
姿
が

遺
影
に
。
喪
主
は
ご
主
人
の
外
山
良
平

さ
ん
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
カ
メ
ラ
マ
ン
・
広
告
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
山
崎
真
司
さ
ん
が
引
越
さ
れ
ま
し

た
。
〒
６
５
５
垂
水
区
南
多
聞
台
１
。

９
．
Ａ
３
０
９
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
７

８
１
．
４
７
１
１
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コウベ、ファッションソサエティ
禅戸ファッション市民大学O B によるグループ

神ﾉ E のファッション都市化をめざす

ＮＥＷ;ｇ'7９

事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８
ﾂ ｲ ﾝ ズﾄ ｱ ビル4 F 月刊神戸っ子内
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

石原会長が、女優土田早苗さんに
震災義援金の感謝状を
石原阪神淡路大震災で神戸が大変だっの時は、お風呂にな
た時期に、土田早苗さんが浜畠賢吉さん、の関係で京都に行っ
上村香子さんたちにファッションのご寄に寄ることが出来ま
付を頼み、画S 会員の小野瀬晃一さんを通飲んで、一瞬やすら
じて、復興神戸ファッションバザール義戸への帰路につくん
援金としていただきました。あの時の大づくにつれて街並み
変嬉しい感激に、今日は遅ればせながらく様子を目にすると
感謝状を持って参りました。戻ったりしたものです
土田私は地震の時は東京におりました土田そうだったん
が、実家が豊中なので家族を思い他人ごでしたね。でも今は
とではありませんでした。現在、街並みお仕事に励んでいら
もどんどん回復しているようですが、復受けします。
興に関しては神戸の方々は力強さがある石原やっとの思い
と思います。日頃から私は、海の青や山回復してきています
の緑を背景にお酒落な着こなしをしていお仕事は？
らっしやる神戸っ子が大好きでした。き土田今は舞台の仕
つと自然の太陽をいっぱい浴びている神京明治座、十月は九
戸っ子は、根アカでくじけない素晴らし京の帝劇、二月は南Ｉ
い人たちなのでしょうね。う忙しくしています。
石原ありがとうございます。私も地震話は少し飛びます

の時は、お風呂になかなか入れず、仕事
の関係で京都に行った帰りにやっと銭湯
に寄ることが出来ました。先斗町で少し
飲んで、一瞬やすらかな気分になって神
戸への帰路につくんです。でも神戸に近
づくにつれて街並みの風景が変わってい
く様子を目にすると、すうっと暗い気分に
戻ったりしたものです。
土田そうだったんですか。本当に大変
でしたね。でも今は、元気を取り戻して
お仕事に励んでいらっしゃるようにお見
受けします。
石原やっとの思いで、仕事もどうやら
回復してきています。土田さんの最近の
お仕事は？
土田今は舞台の仕事が多く、八月が東
京明治座、十月は九州公演、十二月は東
京の帝劇、二月は南座と、お陰様でけつこ
う忙しくしています。
話は少し飛びますが、小野瀬さんとの

お付き合いは、かれこれ三十年くらいに
なりますでしょうか。T B S で私が出演して
いた番組の音楽担当が小野瀬さんだった
のですが、その時からのご縁です。それ
からも寓屋錦之介さん主演の『反逆児』
という舞台に私が出演した時に歌う場面
がございましたので、小野瀬さんにコー
チしていただき大変助かった思い出もあ
ります。こうしたご縁で小野瀬さんから左：土田早苗さん右：石原会長

( 大阪・南海サウスタワーホテルにて）

Ｉ

今回の復興義援金のお話をうかがった時も、
二つ返事でお友達に呼びかけたんですよ。
石原一つの縁が、神戸の復興の力へと
大きくつながっていったのですね。それ
では最後に神戸の皆さんへのメッセージ
をいただけませんでしょうか。
土田何事も健康が第一だと思います。
健康でさえいれば何事にも力強く立ち向
かえますので、皆様も健康に気を付けて
頑張って下さいね。
⑳８月マンスリー
日時：８月2 2 日（金）
場所：ペンションヴァルトスチューベ

モニカ

兵庫県氷上郡氷上町上新庄３６
ＴＥＬ’0 7 9 5 - 8 0 - 2 0 0 8

会費：一泊二食付￥1 5 0 0 0 ～￥2 0 0 0 0
お申込：村岡（TE L , 0 7 8 - 6 4 2 - 0 4 0 7）

まで
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日本舞踊

花柳孤三輔

神戸市長田区西山町４－７－１１
TE L＆F Y l X O 7 8 - 6 2 1 . - 3 2 0 9

神戸ネオトロピカル協会
会長森美代子
代表幹耶藤本ハルミ

神戸市中央区山木通２２７
Ｔ道Ｌ０７８２４歩5 6 9 0
ＦＡＸＤ７８２２２５８７５

若柳吉金吾
若柳吉金吾の無踊

９月6 , 3 時折神戸オリエンタル劇場

神F 浦中央区楠町５．１７
ＴＥＬＯ７８８４１‐6 8 3 2
ＦＡＸ0 7 8 . - 3 4 1 . 6 8 8 8

)髄粟家

無醗餓ｴｺ･ｴﾚｶﾝﾃ代表
有川隆子

11 n 1 5 H（上〕２．m P M ,大瓶天測橘ドーンセンター
＊･-ルにて女jd j合Ｈ１団エコ・エレガンテ

節馳I リサイクルーオルケスク・アスルロリコと共に
タンゴを歌う』を剛＃し念す‘

神戸市灘区青谷町４－１－１１
ＴＥＬ＆ＦＡＸ0 7 8 . 8 6 1 ･ ‐8 7 6 6

大和楽

剛蛎使大和一三~ 千世
11月22ii神戸市立|il物館:邦楽サロン」
1 2 月３H 国立文蜘則渦｢ 大和三千世の会. Ｉ

神戸市ﾛ ' 0央区中山手通7－１－１５
I E L O 7 8 - 3 4 1 - 3 6 5 3

( 順不同）

社会禍祉法人光朔会
特別養遡老人水. - ムオリンピア

施設長山、元
神戸市中央区生田町1 . - 2 - 3 2

I ＥＬＯ７８
ＦＸｌＸＯ７８

‐2 2 1 - 7 0 9 8
2 4 1 - 3 両５

磁勝乃宮豆宮神社

宮司山西乙平

神戸Ili中央区二宮町３－１－１２
ｍＬＯ７８２２１－４７ｇ６(代）
F A X O 7 8 ‐２６１０２７５

関1 噸和装学院

学院長原仁美

神j ﾖ 市詞讐区禅昌寺町1 - ｎ－１
ＴＥＬＯ７８－７３２－０６９３
ＦＡＸＯ７８７３６．３５３５

財団法人小原流

理事長小原規容子

神戸市東灘
ＴｌＺＬ
ＦＡＸ

区倖苛19 1手4 - 1 2 - 7 0
０７８８１１．０８７ユ
O 7 8 - 8 4 3 - C 2 4 4

若 山会

会主若柳吉由二

神戸巾遥水区平磯４２
ＴＥＬＯ７８‐7 0 6 . - 0 1 1 3
ＦＡＸ０７８７０７．２７６５

３

宝塚音楽学校器楽科講師
( 社) 日本. 三曲協会評議員

小倉美紗能

神戸市測区畑原通５．３－１５
Ｔ瞳Ｌ& E A X O 7 8 8 6 1 6 0 9 1

一束書道会

会長井茂圭洞

神戸市兵庫区水木通4 －１．－１９
T E L ０７８５７７．１００１
E ＡＸＯ７８５７７８５６７

兵庫県いけばな協会

会災吉田泰巳

神戸市中央区下山乎逝５．１０ユ
兵庫県生活文化部芸術文化課内
l ､ＥＬＯ７８･ 3 4 1 7 7 1 1 内線2 8 5 1

関西日印文化協会
神戸ユネスコ協会

1 1 本ネパール文化友好協会

会長桑原泰業

神戸｢ | f北区鈴i M I台東町9 - 7 - - 2 6
T E L ＆ＦＡＸＯ７８５９１も6 3 3

すえひろ
神戸焼・末汎窯

南汎

神戸市西区神出町広谷6 2 3
ＴＥＬＯ７８９６５２２４４

知香流

家元成瀬香梅
副家元成瀬香泉

神戸市灘区深田町２３－４
ＴＥＩ‘0 7 8 - 8 5 1 - 8 1 1 3

貞松・浜田バレエ団
●「ジゼルＩ金鼎＠

1 O H 1 O p 3 時大阪フェスティバルﾎ ｰ ﾙ
●『ぐるみわり人形」全線｡
１２j 1 2 5 E 6 時半神戸文化大ﾎ ･ - ル

神戸市灘区畑膿通３６６
ＴＥＬ０７８８６１．２６０９
ＦＡＸ０７歩8 0 1 - 0 3 0 8

神戸ﾆ ｭ ｰ ｰ ･ウェーブ･ ｼ ｱ ﾀ ｰ．
委員会

委員長松尾忠雄

明価市魚住可閥池1 . . 1 7
T E L / F A X O 7 8 - 9 4 7 - 9 6 5 2

専正池坊家元
日本孔道小笠原流煎茶宗家

諸泉祐陽

神戸市東灘Ⅸ注占山向- 2 - 2 1
ＴＥＬＯ７８－８１１－１６０１
ＦＡＸＯ７８－８１1 - 3 1 0 6

須磨琴保存会
小池美代子
_ 三浦徳子
山崎八1 1 t 子

神戸市須磨区須磨寺町４－６８
T E L O 7 8 - 7 3 1 - 0 4 1 6
F A X O 7 8 7 3 1 - 6 8 5 9
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瀬戸内美八

徳島市・稀町3 - 7 赤松ピル5 階
T E L O 8 8 6 2 3 5 8 1 0 （スタジオ）

書家

望月美佐

神戸市兵庫区氷室町２２４．８９
.rEr．078..331-6623（教室）

まり遥

明価市太寺２．型・１０
ＴＥＬＯ７８－８３３０５２７

肘団法人
神戸市民文化振興財団

ｉ“理弱柚木資弘

神戸市中央区雲鯉５．．３．１サンパル8 勝
TELO78--222-7105〈代）
F A X O 7 8 - 2 2 2 - 7 1 0 6

( 順不同）

がれりや馬亜乃
木彫・染色教室

木彫村上喜平
染色白石弘子

神戸市中央区北野町４－９－６－２１
ＴＥＬﾉr1 l X O 7 8 - 2 4 2 - 5 0 0 5

丹波焼延年窯

市野弘之

多紀郡
ＴＥ

今凹町上立杭4 4 9 - ‐１
X ‘0 7 9 5 - 9 7 - 2 2 1 2

神j 『マリンバソサエティ

代表宮本慶子

神戸市灘Ⅸ曽利町２－４－７
ＴＥＩ‘/FAXO78-821--6838

人形浄瑠璃
吉音会

竹中幸了

神戸了| r中央区ド山手通7 . - . 1 2
ＴＥＩ』0 7 8 . . 3 4 1 . - 3 2 8 1

喧紀会兵庫県文部

支部長高崎研郎

神戸市西区学|釧西可7 - 7 1 0 - 1 0 2
ＴＥＩ, 0 7 8 - . 7 9 2 . . 0 2 3 0

地 唄舞

大和松蒔

明石市朝霧山手町２２－７
T E L O 7 8 - 9 1 1 - 9 5 1 3

社 Ｍ法人能楽協会

理事. 神戸支部長吉井順一．

西宮市I T I 子間砂Ⅲ町５－３
ＴＥｴ‘＆ＦＡＸ07 9 8 . , 4 7 . - 7 6 5 1

女流義太夫

神代初美

神戸市兵庫区新開地４－３－ユー3 0 1
T E L O 7 8 - 3 7 1 - 0 2 6 5

| I 本郷師
花柳流

花柳小~ 乳郎

神7『市灘区箕岡通4 - 2 . . 5
ＴＥＬ0 7 8 . . 8 0 2 - 0 0 3 0

間 苧谷明子

宝塚市野_１－１２．‐１２

声楽家
神戸芸術文化公識全員
神J I f音楽家協会会員
渦森．．‐ラス指押帝

神ＪｆＹＭＣＡ文化数室溝師
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家元二代目
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小西絹甫
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藤
野
は
サ
キ
が
引
っ
越
し
て
い
っ
た
西
側
の
地
区
に
も
う
一
度

目
を
や
っ
た
。
そ
こ
に
は
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
超
高
層
ビ
ル
が
空
に

向
か
っ
て
何
本
も
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
突
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
ジ
ャ
ッ
ク
と
星
の
木
み
た
い
に
オ
ゾ
ン
層
ま
で
突
き
破
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
中
で
も
最
も
背
の
高
い
ガ
ラ
ス
の
ピ
ル
の
屋
上

で
は
、
巨
大
な
水
晶
玉
の
よ
う
な
球
体
が
陽
光
を
反
射
し
て
、
何

か
の
合
図
を
送
る
よ
う
に
空
に
向
か
っ
て
光
の
帯
を
発
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
真
新
し
い
ビ
ル
た
ち
は
、
こ
の
間
の
地
震
で
何
の
被
害

も
受
け
な
か
っ
た
。
あ
ん
な
に
大
き
な
揺
れ
に
も
び
く
と
も
し
な

か
っ
た
。
ま
っ
た
く
の
無
傷
だ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
ん
な
超
高
層
の
ビ
ル
の
中
に
一
体
誰
が
住

む
の
だ
ろ
う
。
年
寄
り
や
浮
浪
者
や
貧
し
い
人
々
で
な
い
こ
と
は

確
か
だ
。
い
や
、
あ
ま
り
に
も
美
し
す
ぎ
清
潔
す
ぎ
高
価
す
ぎ
て
、

人
間
に
は
不
向
き
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
と
い
う
哨
乳
類
は
…
…

藤
野
は
そ
う
改
ま
っ
て
考
え
る
…
…
そ
ん
な
に
き
れ
い
な
も
の
じ

ゃ
な
い
。
大
腸
菌
と
か
い
ろ
ん
な
細
菌
の
住
む
小
宇
宙
だ
。
顕
微

鏡
で
見
れ
ば
、
人
間
の
体
に
は
細
菌
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
と
生
息
し

て
い
る
。
と
に
か
く
、
人
間
は
そ
れ
ほ
ど
美
し
く
も
な
け
れ
ば
清

潔
で
も
な
い
。
僕
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
。
な
の
に
、
な
ぜ
あ
ん

な
無
味
乾
燥
な
無
菌
室
、
殺
菌
室
の
よ
う
な
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
も
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。

何
故
な
ん
だ
、
サ
キ
？
あ
ん
た
が
変
わ
り
者
な
の
よ
、
と
サ

キ
は
言
っ
た
が
。
は
た
し
て
そ
う
な
の
か
、
サ
キ
？
本
当
に
俺

は
変
わ
り
者
な
の
か
？

こ
の
街
の
中
で
昔
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ア
パ
ー
ト

の
周
囲
だ
け
。
他
は
み
ん
な
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
れ
も

惨
め
な
ほ
ど
醜
悪
な
姿
に
。
残
さ
れ
た
最
後
の
砦
も
風
前
の
灯
火

っ
て
状
況
。
開
発
と
い
う
名
で
、
こ
の
地
区
へ
の
攻
撃
と
破
壊
が

進
行
し
て
い
る
。
破
壊
が
完
了
し
、
た
だ
の
空
き
地
に
変
身
す
る

と
、
周
囲
は
フ
ェ
ン
ス
や
鉄
条
網
で
ぐ
る
り
を
囲
ま
れ
、
征
服
の

印
の
○
○
不
動
産
管
理
地
と
書
か
れ
た
看
板
が
立
つ
。
そ
の
看
板

は
日
増
し
に
数
を
増
し
て
い
る
。
線
路
を
隔
て
た
南
向
か
い
の
石

造
り
の
倉
庫
も
金
属
球
の
攻
撃
を
受
け
て
ま
さ
に
崩
壊
寸
前
。
た

ぶ
ん
、
今
週
の
金
曜
日
ま
で
の
命
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
立
て
看
板

が
一
つ
増
え
る
の
だ
。
そ
の
う
ち
こ
の
ア
パ
ー
ト
も
や
ら
れ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
時
間
の
問
題
？
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
激
し
く
変
身
す
る
必
要

が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
古
い
こ
と
は
駄
目
な
の
か
、
汚
い
こ
と
は
駄

目
な
の
か
。
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
の
街
の
変
身
の
ス
ピ

ー
ド
は
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る
。
早
す
ぎ
て
普
通
の
人
は
つ
い
て

い
け
な
い
。
な
の
に
、
ま
だ
ま
だ
加
速
を
増
し
て
い
る
。
体
内
時

計
の
二
倍
、
三
倍
の
ス
ピ
ー
ド
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
急
い
で
変

わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
経
済
の
た
め
？
経
済
の
た
め

．
：
…
経
済
の
た
め
！
経
済
は
発
展
し
か
望
ま
な
い
の
か
。
後

ろ
向
き
に
は
進
め
な
い
の
か
。
後
ろ
向
き
に
な
ん
て
進
ん
で
い
た

ら
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
に
で
も
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
こ
の
街
の
古
び

た
と
こ
ろ
が
素
敵
な
の
に
、
汚
い
と
こ
ろ
が
素
敵
な
の
に
、
ゆ
っ

く
り
し
た
と
こ
ろ
が
素
敵
な
の
に
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
消
え
て
な

く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
図
書
館
の
写
真
集
の
中
に
か

ろ
う
じ
て
残
る
だ
け
。
そ
ん
な
駄
菓
子
屋
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
懐

か
し
む
よ
う
な
水
っ
ぽ
い
感
傷
に
取
っ
て
代
わ
る
の
が
、
新
し
く

て
清
潔
で
慌
た
だ
し
い
場
所
。

し
か
し
、
そ
ん
な
場
所
ば
か
り
が
蔓
延
す
る
と
、
僕
は
ど
こ
に

も
行
き
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
か
の
間
の
居
場
所
さ
え
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
ア
パ
ー
ト
は
必
要
な
の
だ
。
ど
う
し
て
も
必

要
な
の
だ
。
僕
自
身
の
た
め
に
。

☆

去
年
の
秋
、
３
０
３
号
室
の
増
井
さ
ん
は
、
今
藤
野
の
立
っ
て

い
る
所
か
ら
地
上
へ
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
た
。
こ
の
世
か
ら
サ
ョ
ナ

ラ
す
る
た
め
に
？
存
在
か
ら
非
存
在
へ
と
変
化
す
る
た
め
に
？

で
も
、
彼
は
死
な
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
無
傷
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
血
だ
ら
け
に
な
っ
た
増
井
さ
ん
は
独
力
で
落
下
地
点
の
ト
マ

ト
畑
か
ら
起
き
上
が
り
、
独
力
で
ア
パ
ー
ト
の
階
段
坐
ぜ
よ
じ
の
ぽ

１
９９

１
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物
の
シ
ョ
ー
ツ
を
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
と
被
っ
た
九
鬼
さ
ん
が
立
っ

て
い
た
。
彼
は
シ
ョ
ー
ツ
の
上
か
ら
レ
ー
バ
ン
の
黒
い
サ
ン
グ
ラ

ス
を
か
け
て
い
た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
藤
野
は
も
う
一
度
足
を
滑

ら
せ
そ
う
に
な
っ
た
。

「
こ
こ
は
俺
の
シ
ョ
バ
だ
よ
」

芝
居
が
か
っ
た
声
で
九
鬼
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
え
え
。
で
も
、
誰
が
使
う
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
も
」

「
こ
の
場
所
を
発
見
し
た
の
は
俺
だ
」

「
そ
う
で
す
。
で
も
、
こ
の
ポ
ン
プ
室
も
、
こ
の
屋
根
も
あ
ん

た
の
も
の
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
」

「
わ
か
っ
て
る
よ
。
で
も
、
俺
は
管
理
人
だ
」

「
違
う
！
僕
は
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
」

「
何
、
そ
ん
な
に
カ
ッ
カ
し
て
る
ん
だ
よ
、
藤
野
く
ん
。
昼
飯

で
も
抜
い
た
の
か
。
君
は
腹
が
空
く
と
狂
暴
に
な
る
ら
し
い
け

ど
。
そ
ん
な
に
カ
ッ
カ
す
る
と
、
体
に
よ
く
な
い
ぞ
」

「
び
っ
く
り
し
た
ん
だ
よ
、
あ
ん
た
が
突
然
現
れ
る
か
ら
。
ほ

ん
と
心
臓
に
悪
い
よ
。
も
う
少
し
で
落
ち
る
か
と
思
っ
た
」

「
大
袈
裟
だ
な
」

「
だ
っ
て
急
に
だ
よ
…
・
・
・
ま
あ
い
い
。
そ
れ
よ
り
そ
ん
な
も
の

被
っ
て
。
そ
れ
っ
て
成
田
さ
ん
の
だ
ろ
。
怒
ら
れ
る
ぞ
」

「
さ
っ
き
了
解
と
っ
た
よ
」

「
嘘
だ
。
あ
の
人
が
そ
ん
な
こ
と
許
す
わ
け
な
い
よ
」

「
う
る
さ
い
な
。
そ
う
い
ち
い
ち
目
く
じ
ら
を
立
て
る
な
っ
て
。

ユ
ー
モ
ア
だ
、
ユ
ー
モ
ア
。
人
生
は
す
べ
て
冗
談
さ
。
学
校
で

そ
う
習
っ
た
ろ
」

雨
早
な
る
悪
ふ
ざ
け
と
し
か
思
え
な
い
」

「
そ
う
さ
。
悪
ふ
ざ
け
。
そ
れ
が
正
義
の
原
点
な
ん
だ
」

「
よ
く
言
う
よ
。
そ
れ
よ
り
あ
の
ア
ヒ
ル
は
ど
う
し
た
の
？

置
い
て
き
ぽ
り
で
い
い
の
か
な
」

「
あ
い
つ
な
ら
今
俺
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
ア
イ
ロ
ン
を
あ
て
て
る

よ
」「

ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
」

１
００

１

り
、
独
力
で
ま
た
ポ
ン
プ
室
の
非
常
梯
子
を
上
っ
た
。

そ
し
て
、
勇
気
を
奮
い
再
び
飛
び
降
り
た
の
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
死
な
な
か
っ
た
。
死
ね
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
も
う
一
度
と
、
彼
は
考
え
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
困
難
だ
っ

た
。
今
度
は
両
足
の
骨
が
複
雑
に
折
れ
て
い
た
の
だ
。

そ
ん
な
増
井
さ
ん
の
こ
と
を
「
あ
い
つ
は
き
っ
と
空
を
飛
ぼ
う

と
し
た
ん
だ
」
と
、
九
鬼
さ
ん
は
言
っ
た
。
藤
野
は
そ
ん
な
風
に

は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
当
時
、
ま
だ
家
に
い
た
サ
キ
は
珍
し

く
九
鬼
さ
ん
に
賛
成
し
た
。

「
誰
に
だ
っ
て
時
々
空
を
飛
び
た
く
な
る
時
っ
て
あ
る
の
よ
・
人

間
の
進
化
が
違
う
方
向
に
い
っ
て
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
人
間
は

空
を
飛
べ
て
た
か
も
し
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
」

「
水
中
を
何
時
間
も
ボ
ン
ベ
な
し
に
泳
げ
た
か
も
し
れ
な
い
わ
」

「
私
な
ん
て
足
が
悪
か
っ
た
か
ら
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
全
力
疾

走
っ
て
し
た
こ
と
が
な
い
の
よ
・
だ
か
ら
、
よ
け
い
に
空
が
飛
べ

た
ら
っ
て
」

藤
野
に
は
空
を
飛
ぶ
こ
と
よ
り
、
落
下
し
て
い
く
増
井
さ
ん
が

そ
の
途
中
で
何
を
見
、
何
を
聞
き
、
何
を
考
え
た
の
か
、
そ
の
方

に
よ
ほ
ど
興
味
が
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
飛
び
降
り
た
の
か
な
ん
て

ヤ
ボ
な
こ
と
は
聞
か
な
い
と
し
て
も
。

ど
ん
な
風
に
す
れ
ば
空
を
飛
べ
る
の
か
？
っ
て
、
九
鬼
さ
ん

は
入
院
中
の
増
井
さ
ん
に
何
度
も
し
つ
こ
く
尋
ね
た
ら
し
い
。
増

井
さ
ん
は
た
だ
に
こ
に
こ
笑
う
だ
け
で
、
そ
れ
に
は
何
も
答
え
な

か
っ
た
ら
し
い
け
れ
ど
．

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
藤
野
は
南
側
の
縁
か
ら
真

下
を
覗
き
込
ん
だ
。
七
月
の
陽
光
は
幾
分
弱
ま
っ
て
は
い
た
が
、

ま
だ
地
面
を
じ
り
じ
り
と
焦
が
し
て
い
る
。
彼
は
も
っ
と
よ
く
下

の
様
子
を
見
よ
う
と
、
身
を
乗
り
出
し
た
。
そ
の
時
、
何
か
が
藤

野
の
背
に
触
れ
た
。
彼
は
驚
き
の
あ
ま
り
思
わ
ず
足
を
踏
み
外
し

そ
う
に
な
っ
た
。

藤
野
は
全
身
に
鳥
肌
が
た
っ
た
ま
ま
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
。
そ

こ
に
い
た
の
は
死
に
神
で
は
な
か
っ
た
。
成
田
さ
ん
が
干
し
た
女
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「
あ
れ
っ
て
？
」

「
ぼ
ら
、
あ
そ
こ
。
大
き
な
球
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
る
だ
る
」

藤
野
は
大
き
な
金
属
球
が
古
い
倉
庫
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
情
景

を
指
さ
し
た
。

、
、

ザ

己
Ｌ

皇＝燕' 戸一一可

ふ
ｉ
ん
・
・
・
…
ま
あ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
・

「
何
が
？
」

「
だ
か
ら
破
壊
」

「
こ
の
ア
パ
ー
ト
？

る
の
か
な
」
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に
危
険
だ
な
ん
て
、
そ
ん
な
の
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
だ
ろ
。
雨
漏

り
は
す
る
わ
、
ト
イ
レ
は
詰
ま
る
わ
、
床
は
傾
い
て
る
わ
…
…
」

「
で
も
、
あ
ん
た
だ
っ
て
こ
こ
の
暮
ら
し
結
構
楽
し
ん
で
住
ん

で
る
じ
ゃ
な
い
か
」

「
価
は
い
い
ん
だ
。
膳
曲
が
り
だ
か
ら
」

「
ほ
ん
と
は
好
き
な
ん
で
し
よ
、
こ
こ
が
」

「
ど
っ
ち
で
も
な
い
よ
。
面
倒
な
だ
け
だ
。
引
っ
越
し
と
か
が
さ
・

で
も
、
防
げ
な
い
ぜ
、
世
の
中
の
流
れ
は
。
何
か
よ
ほ
ど
大
き
な

力
で
も
な
い
と
」

「
だ
か
ら
こ
そ
、
九
鬼
さ
ん
に
期
待
し
て
る
ん
だ
。
管
理
人
の

あ
ん
た
に
。
あ
ん
た
な
ら
オ
ー
ナ
ー
に
に
い
ろ
い
ろ
と
話
が
で

き
る
ん
で
し
よ
」

司
俺
が
？
だ
と
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

九
鬼
さ
ん
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
っ
た
。

「
残
念
な
が
ら
、
今
は
力
に
な
れ
そ
う
に
な
い
な
」

「
ど
う
し
て
？
」

「
実
は
俺
、
も
う
管
理
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
管
理
人
は
、
と
っ
く

に
ク
ビ
に
な
っ
た
ん
だ
」

「
嘘
だ
」

「
ど
う
し
て
嘘
を
つ
く
必
要
が
あ
る
ん
だ
。
考
え
て
も
み
る
よ
」

「
で
も
、
ど
う
し
て
あ
ん
た
が
ク
ビ
に
な
る
ん
で
す
」

「
仕
事
を
サ
ボ
っ
た
せ
い
」

「
サ
ボ
る
？
」

「
そ
う
。
こ
の
ア
パ
ー
ト
の
連
中
を
す
べ
て
追
い
出
せ
っ
て
言

わ
れ
て
て
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
君
も
そ
の
中
に
入
っ
て
た
。
で
も
、

そ
ん
な
面
倒
な
こ
と
っ
て
俺
好
き
じ
ゃ
な
い
し
．
．
…
。
い
ろ
い

ろ
悩
ん
だ
末
や
っ
ぱ
り
で
き
な
い
っ
て
言
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
払

い
箱
さ
」
〈
以
下
次
号
〉 １

１０２

１

「
そ
れ
で
い
い
の
？
あ
ん
た
だ
っ
て
、
こ
こ
に
住
め
な
く
な
る

ん
だ
よ
。
当
然
管
理
人
も
ク
ビ
に
な
る
。
だ
っ
て
、
こ
の
ア
パ
ー

ト
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
ち
ま
う
ん
だ
か
ら
」

「
ま
あ
な
」

「
驚
か
な
い
の
？
ア
ヒ
ル
を
飼
う
の
を
許
し
て
く
れ
る
よ
う

な
ア
パ
ー
ト
は
他
に
は
な
い
よ
」

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」

「
じ
ゃ
あ
、
な
ん
と
か
し
よ
う
と
思
わ
な
い
の
？
」

「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
、
急
に
。
そ
ん
な
に
真
面
目
に
な
る
な
よ
・

な
ん
だ
か
、
俺
た
ち
地
球
の
危
機
に
つ
い
て
討
論
し
て
る
み
た

い
だ
ぜ
」

「
も
ち
ろ
ん
」

「
何
に
つ
い
て
も
ち
ろ
ん
な
ん
だ
。
い
か
ん
、
い
か
ん
。
ら
し
く

な
い
よ
。
そ
ん
な
に
真
剣
に
な
り
す
ぎ
る
と
脳
が
パ
ン
ク
す
る
。

お
互
い
脳
の
許
容
量
っ
て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
よ
り
ず
っ
と
少
な

い
ん
だ
か
ら
。
も
っ
と
気
楽
に
い
こ
う
よ
、
気
楽
に
。
こ
こ
は
パ

ラ
ダ
イ
ス
な
ん
だ
ぜ
。
そ
う
教
え
た
だ
ろ
。
だ
か
ら
、
深
刻
な
こ

と
は
言
い
つ
こ
な
し
だ
」

「
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
だ
と
」

「
時
代
の
流
れ
な
ん
だ
よ
、
時
代
の
流
れ
。
こ
れ
っ
て
誰
に
も
逆

ら
え
な
い
ん
だ
」

「
で
も
、
や
っ
て
み
な
き
ゃ
」

「
サ
ッ
カ
リ
ン
み
た
い
に
甘
っ
ち
よ
ろ
い
な
、
あ
ん
た
。
か
な
り

長
く
生
き
て
き
た
く
せ
し
て
、
ま
っ
た
く
世
間
が
わ
か
っ
て
な
い

よ
」「

こ
の
ア
パ
ー
ト
の
連
中
は
誰
も
出
て
い
く
つ
も
り
な
ん
て
な
い

よ
。
僕
だ
っ
て
そ
う
さ
。
み
ん
な
こ
こ
が
好
き
な
ん
だ
。
こ
こ
に

ず
っ
と
住
み
続
け
て
い
た
い
ん
だ
。
だ
か
ら
、
ど
こ
も
か
も
ガ
タ

ガ
タ
に
痛
ん
で
る
の
に
誰
も
出
て
い
か
な
い
ん
だ
。
全
壊
な
の
に
。

危
険
が
い
っ
ぱ
い
な
の
に
。
誰
も
・
・
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
ょ
う
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。
占
く
て
、
汚
く
て
、
お
ま
け
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1０３

●田中正郎の生物学講座

犬･ 猫による 汚染
神戸大学医学部で寄生中を研究しておられる宇賀先

生（助教授・医学博士）は、早くから市街地の公園砂
場の犬・猫の糞便による汚染を指摘されていた。そし
てその糞便の中に含まれる寄生中卵についても警告さ
れていた。
犬・猫の回虫（トキソカラ属線虫）は、本来人間の

回虫ではないので人間の体に入っても、すぐに死んで
しまって人に害を与えないと考えられていた。しかし
人間の体内で、ある期間生存し発育するもの、あるい
はほとんど発育はしないが長期間にわたって生存し続
けるもの等のある事が知られるようになった。幼虫移
行症と呼ばれ犬猫回虫の幼虫の寄生する人間の臓器
は、脳・眼球・肝臓等であるとされ、その発見はなか
なか難しく、障害が起こって初めて分かることが多い。
宇賀先生は市街地の砂場1 3 カ所を検査されたとこ
ろ、砂場1 ㎡の中より糞便の固まりが少ない砂場で9 個、
一番多い砂場で6 3 個、平均3 5 個と驚くべきウンコの固
まりを発見された。糞便の多い砂場からは大量の大腸
菌も検出されている。宇賀先生はまた、兵庫県下の犬
猫の糞便より寄堆虫を調査され、その糞便にはトキソ
カラ属の回虫以外に1 5 種もの寄生虫卵があり、その中
1 3 種類が人間にも感染性のあることも指摘されてい
る。

宇賀先生はさらに糞便の実体を調べるため、３カ所
の公園砂場を選び、ビデオカメラを2 4 時間設置したと
ころ、砂場汚染の原因は猫によるものが9 0 ％以上であ
り、そのほとんどが夜間に行われることも判明した。
宇賀先生はその対策として、

①ビニールシートで砂場をおおうこと。
②フェンスの設置
③犬猫の忌避剤（のらよけサンド）の利用
等が効果のあることを実証された。そのため幼虫移

行症の一番心配される幼児のいる保育所、幼稚園は早
速砂場を夜間ビニールシートで覆ったり、フェンスを
設置したりして効果を上げている。そのため困ったの
は猫で、一番好きな砂場の便所がなくなったため、近
所の家の庭や芝生の上に毎日ウンコをしている。猫も
どうも野良猫が多いのではと言われているが実体は不
明である。

（神戸大学医学部医動物学教室非常勤講師田中正郎サンヨー環境㈱社長）
一

＝ｻ ﾝ ﾖ ｰ環境株式会社
〒6 5 2 神戸市兵庫区島上町2 - 1 - 2 7 リツツ島上

ＴＥＬ（07 8 ) 6 7 2 - 0 3 3 0 (代表）
〈環境をより良く、快適に〉衛生管理はお任せ下さい。
ネズミ・ゴキブリ・シロアリ・あらゆる害虫の駆除
樹木の害虫・カビの防除・貯水槽の満掃
食品・環境の微生物検査（食中毒対策は、万全ですか？）
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神
戸
っ
子
と
出
会
う
時

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は

思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
・
・
・

③
神
戸
市
東
灘
区

ウ
サ
ギ
書
店

北
村
書
店

御
影
宝
盛
館

甲
南
堂

御
影
プ
ッ
ク
ス

甲
南
ブ
ッ
ク
ス

ジ
ュ
ン
ク
堂
住
吉
店

本
山
宝
盛
館

文
学
館
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
店

池
田
沓
店

扇
文
堂
謹
店

エ
ミ
ー
ル
替
房

魚
崎
沓
店

プ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
Ｊ
Ｕ
Ｎ

プ
ッ
ク
ス
・
ユ
ー

④
神
戸
市
灘
区

南
天
荘
書
店

プ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

サ
ン
プ
ヅ
ク
ス

灘
・
宝
文
館

神
戸
大
学
生
協

せ
か
い
書
房

パ
ー
ル
書
房

プ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ン
岩
屋

④
神
戸
市
中
央
区

宝
文
館

海
文
堂

丸
祢
・

ホ
ン
ジ
ョ
ー
プ
ッ
ク
ス

漢
口
堂
瞥
店
三
宮
店

流
泉
書
房

コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス

朝
日
屋
ボ
ー
ア
イ
店

三
宮
ブ
ッ
ク
ス

ジ
ャ
パ
ン
プ
ッ
ク
ス

ア
シ
ー
ネ
オ
ー
バ
店

い
け
だ
普
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
三
宮
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
サ
ン
パ
ル
店

駿
々
堂
三
宮
店

高
橋
書
店

プ
ッ
ク
ス
フ
ジ
ヤ

Ｂ
Ｆ
メ
ト
ロ
コ
ウ
ベ

飯
田
書
店

三
角
文
庫

ラ
プ
リ
ー
元
町

フ
ー
リ
エ

③
神
戸
市
兵
庫
区

神
文
館
メ
ト
ロ
店

プ
ッ
ク
ス
花
咲
く
街
角
湊
川

合
城
屋
書
店

コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス

デ
ュ
オ
神
戸

な
か
や
ま
普
店

前
川
沓
店

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
菊
水

⑳
神
戸
市
長
田
区

高
田
屋
書
店

、
神
戸
市
須
磨
区

流
泉
堂
書
房
パ
テ
ィ
オ

新
文
堂
書
店

朝
日
屋
横
尾
店

朝
日
屋
高
倉
台
店

プ
ッ
ク
ス
三
シ
輪
ビ
バ
タ
ウ
ン

す
ま
書
房

神
戸
書
林

三
シ
輪
パ
ル
プ
ラ
ザ

ピ
プ
ロ
ス
須
腐
友
ヶ
丘

③
神
戸
市
垂
水
区

日
東
館
垂
水
店

香
山
瞥
店

ツ
ッ
ジ
書
房

広
文
館
書
店

キ
ッ
ポ
ウ
館

漢
口
堂
書
店
明
舞

プ
ッ
ク
ス
堀
川

文
進
堂
書
店

リ
ー
プ
ル
塩
屋

青
山
プ
ッ
ク
ス

島
津
書
店

プ
ッ
ク
ス
イ
カ
リ

②
神
戸
市
北
区

ぶ
つ
く
・
ぴ
っ
と

ジ
ュ
ン
ク
堂
北
町
店

プ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ス
ト

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

西
神
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ

神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ピ
ス
ク

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル

癖

六
甲
山
ホ
テ
ル

六
甲
ス
カ
ィ
ヴ
ィ
ラ

神
戸
北
野
ホ
テ
ル

か
も
め
書
房

ス
タ
ー
商
会

③
神
戸
市
西
区

ジ
ュ
ン
ク
堂
学
圃
都
市
店

瀧
口
堂
書
店
西
神
そ
ご
う

●
西
宮
市

千
種
書
房
苦
楽
圃
店

夙
川
書
店

華
文
堂
書
店

シ
オ
サ
イ

ァ
イ
ビ
１
番
房
甲
子
回

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

背
楓
堂
普
店

④
宝
塚
市

川
瀬
書
店

キ
リ
ン
堂
書
店

宝
塚
書
店

②
伊
丹
市

文
学
館
伊
丹
駅
前

文
学
館
伊
丹
タ
ミ
イ

、
芦
屋
市

芦
屋
宝
盛
館

大
利
昭
文
堂

芦
屋
天
久
堂
書
店

、
明
石
市

木
村
書
店

ジ
ュ
ン
ク
堂
明
石
店

日
東
館
瞥
林

、
加
古
川
市

プ
ッ
ク
ス
ア
ル
フ
了

詳
文
館

、
姫
路
市

三
耕
堂

ジ
ュ
ン
ク
堂
姫
路
店

、
大
阪
・
生
野
区

リ
プ
ロ
ス
兵
庫
店

③
豊
中
市

文
学
館
千
里
中
央
店

③
東
京
・
池
袋

西
武
百
貨
店
リ
プ
ロ

、
東
京
・
有
楽
町

三
信
瞥
店

●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
＠
回
回
り
●
●
⑤
●
Ｃ
●
ｅ
■
●
●
ｅ
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
□
●
●
●
■

●一
週
鰐
噌
魯
織
統
識
黙
噸
灘
諒
駒
漉
埋
馴
謹
》
蕊

●“
★
い
よ
い
よ
、
夏
本
番
。
震
災
ひ
と
た
ち
に
、
八
月
号
を
捧
げ
気
込
ん
で
人
だ
か
り
へ
前
進
。

、
後
、
二
年
半
。
復
興
も
正
念
蝿
ま
す
。
〈
矢
ジ
マ
ジ
ュ
ン
〉
二
時
間
で
後
退
．
ま
だ
ま
だ
修

函
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
．
元
来
、
☆
兵
庫
日
産
自
動
車
の
ペ
ー
ジ
行
が
足
り
ま
せ
ん
…
。
〈
川
崎
〉

”
神
戸
の
街
は
最
も
市
民
性
豊
か
に
神
戸
っ
子
の
伝
統
を
見
る
よ
☆
釦
年
ぶ
り
に
サ
ン
バ
を
踊
る
。

叫
な
街
と
し
て
評
価
さ
れ
て
一
き
た
。
う
な
気
が
す
る
。
三
・
十
七
年
前
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
と
言
っ
た
頃

酌
復
興
こ
そ
、
こ
の
特
賀
を
生
か
の
誌
而
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
の
班
・
姐
才
の
時
の
よ
う
に
は

叩
し
た
い
。
市
民
主
体
の
街
づ
く
手
作
り
の
よ
さ
が
あ
る
。
決
し
体
力
が
純
か
な
い
け
ど
、
そ
こ

函
り
を
望
み
た
い
も
の
だ
。
て
古
い
だ
け
で
は
な
い
。
鼎
蝋
‐
の
魅
力
？
で
…
。

函
〈
小
小
乱
卿
不
廊
雌
土
〈
〉

〈
間
橘
〉
〈
小
泉
昭
子
〉

叩
☆
九
日
に
パ
リ
へ
。
十
日
は
藤
★
毎
朝
私
は
、
ペ
ヅ
ド
か
ら
起
●
。
●
。
●
。
。
●
●
●
●
●
ｏ
ｏ

ｍ
木
ハ
ル
ミ
さ
ん
の
シ
ョ
ー
。
＋
き
て
地
髄
を
蹄
ん
ず
け
る
。
地
控
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
４
３
５

ｍ
六
日
に
帰
る
と
十
七
日
か
ら
二
雷
と
は
私
だ
。
さ
あ
、
そ
っ
ち
☆
発
行
／
１
９
９
７
年
８
月
１
日

》
溌
鶏
龍
鍵
蕊
郡
夕
と
い
誌
群
議
紘
霊
子

》
弛
躯
雄
鋤
灘
搾
蝿
建
恥
僻
唯
群
蝿
詐
本
弾
』
蛙
蒋
耐
準
★
発
行
所
／
盈
戸
っ
子
湿
集
室

函
明
る
い
神
戸
を
。
さ
だ
け
で
は
も
う
感
動
し
な
い
控
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
．
１
．

皿
今
小
泉
美
喜
子
〉
身
体
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
幅
ツ
ィ
ン
ズ
ト
ア
ピ
ル
４
階

函
★
少
女
Ａ
と
い
う
歌
が
流
行
つ

く
Ｑ
一
〕
〉
｜
Ｔ
６
Ｆ
．
《
Ｕ

皿
た
。
し
か
し
首
切
り
少
年
Ａ
で
☆
ビ
デ
オ
に
録
画
す
る
だ
け
で
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
（
３
３
１
）
２
２
４
６
（
代
）

”
は
シ
ャ
レ
に
も
な
ら
な
い
。
い
漁
足
し
て
し
ま
い
た
ま
り
に
た
Ｆ
Ａ
ｘ
・
Ｏ
７
８
（
３
３
『
’
｝
２
７
９
５

ｍ
ず
れ
Ｂ
・
Ｃ
が
出
て
く
る
。
そ
ま
っ
た
映
画
五
十
本
．
全
部
見
★
塁
示
編
集
室
／
小
泉
昭
子

函
う
い
う
世
の
中
だ
。
〈
佐
井
〉
終
わ
っ
て
も
更
に
ビ
デ
オ
は
増
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｏ
３
（
３
９
９
３
）
０
２
９
７

ｍ
☆
小
誌
で
の
混
沌
生
活
が
三
年
。
え
続
け
る
。
〈
好
〉
頒
価
３
０
０
円

神
戸
っ
子
は

左
記
の
書
店
で

神
戸
ペ
ィ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

柿
些
戸
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー
オ
ー
ク
ニ

挫
厚
市
江
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

ブ
テ
ィ
ッ
ク
耐
恥
友

ア
ト
リ
エ
よ
し
こ

１
１０４

１

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

Ｂ
Ａ
Ｒ
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

キ
ャ
ノ
ン

北
野
坂
に
し
む
ら
伽
堺
・
店

ハ
イ
ジ
水
週
筋
店

伽
排
倶
楽
部

東
京
宝
塚
劇
場
宝
塚
セ
ン
タ
ー

カ
イ
ザ
ー

気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ

ス
テ
ー
キ
青
山

ラ
プ
リ
ー
元
町

カ
ナ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
（
西
区
）

1 定期隔読のお申し込みは
1 年分5 0 0 0 円
郵便振替口座番号
０１１６０－２－４５１９６
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井
上
ひ
さ
し

海
津
勝
一
郎

今
藤
政
太
郎

駒
井
義
之

若
柳
吉
金
吾

創
作
長
唄

一
雨
岨

ｌ‘
Ｌ－◆

若
柳
吉
金
吾

碇
山
喬
康
装
置

北
鴛
糊
照
蝋

、
プ
ロ
グ
ラ
ム

消
元保

名
若
柳
吉
金
吾

消
元
延
寿
太
夫

消
元
栄
三
郎

藤
舎
名
生

藤
舎
呂
船

長
倉
刺
装
濯

Ｆー
Ｉ

１
９
９
７
年
９
月
６
日
（
土
）
午
後
３
時
開
演

チ
ケ
ッ
ト
●
Ｓ
席
（
１
．
２
階
席
）
８
０
０
０
円
〈
指
定
席
・
税
込
〉

Ａ
席
（
３
階
席
）
５
．
０
０
０
円
〈
自
由
雁
税
込
〉

畔

対
談吉金

五
口
の
お
ど
り

若
柳
吉
金
吾

葛
西
聖
司

チケットのお申し込みは
西新神戸オリエンタル劇場チケットセンターT E L , 0 7 8 管2 9 1 - 9 9 9 9 ( 朝1 0 時～夜7時）
画チケットぴあTEL,06-863-9999回チケットセゾンTEL､06-232-9999
図関西プレイガイド協会TE L . O 6 - 4 5 6 - 2 5 5 5回ローソンチケットTE L ､ 0 6 - 3 6 9 - 6 6 3 3

新神戸オリエンタル劇場
〒65O神戸市中央区北野町1丁目３１ELO78291-1100(代）

､ 交通／新幹線折神戸駅前･ 地下鉄新神戸駅上｡ 三宮駅より神戸市営地下鉄ひと駅。

繍総＃
鷺
暁
守
ｙ
鱗
０
．

たびだち

～1 0 0 0 日目からの出発～

鴬軽三味線・山田千里とその仲間たちによる
心の復興コンサート

ビiｿグ･ﾊｰﾄ･ｺﾝ能卜‘‘響感',
１０月１Ｂ日( 土）ａ時～
神戸・ワールド記念ホール
( ポートライナー市民広場駅下車）
回入場料ａ０００円（自由席）

初めての感動をあなたに！
Ⅱ堺で好評を博す“1 1 本の現音，, を持った
山田千理の‘心・エネルギー”サウンド

大人数による津蛭三味線の大共鳴音で創り出す
“癒しと励まし' ，の| , 心の復興コンサート上
震災から1 0 0 0 1 1 を超えた１．１，あのと萱の
ビッグ・ハートな“緋' ’を再びK O B E から。

国問い合わせg M I N - O N 神戸T E L O 7 8 - 2 5 1 - 7 剛４７
回チケット販売：チケットぴあ・チケットセゾン

関西プレイガイド協会。ローソンチケット
せいでんさんちかＰＧ・デュオこうべ他

主催: M l N - O N 神戸協賛ｇ月刊神戸っ子
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「
よ
の
み
や
扇
の
舞
」
が
完
成

神
戸
に
は
天
照
皇
大
御
神
の
八
柱
の
子
供

を
肥
っ
た
八
つ
の
神
社
（
一
〜
八
宮
神
社
）

が
あ
る
。
既
に
一
・
二
宮
神
社
に
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ソ
ン
グ
が
作
ら
れ
て
お
り
、
八
月
十

一
日
の
神
事
に
は
、
四
宮
神
社
の
祭
神
・
弁

財
天
を
詠
み
込
ん
だ
「
よ
の
み
や
扇
の
舞
」

も
披
露
さ
れ
る
。
山
水
流
宗
家
家
元
の
山
水

隆
丞
さ
ん
と
山
水
隆
京
さ
ん
が
、
神
戸
の
タ

ー
坊
と
高
橋
真
美
さ
ん
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
に
あ

わ
せ
舞
踊
を
演
じ
る
。

神戸のター坊と高橋真美さん
の息もピッタリ

－」

震
災
で
灯
篭
な
ど
の
石
造
物
が
全
壊
、
社
務
所
の
一
部
も
半
壊
し
た
四
宮
神
社
。

四
月
末
日
に
は
地
上
十
四
階
建
の
よ
の
み
や
会
館
が
、
七
月
末
日
に
は
火
災
に
よ
り

全
焼
し
た
御
本
殿
が
竣
工
さ
れ
た
。
八
月
十
一
日
に
は
御
本
殿
遷
座
祭
、
竣
工
奉
告

祭
、
遷
座
奉
祝
祭
の
神
事
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
る
。

祝
剛
繍
繋
Ⅷ
識
社
会
館
雫

兵
庫
県
庁
前
の
北
側
の
一
角
に
朱
赤
の
色
も
あ
で
や
か
な
御
本

殿
が
再
建
さ
れ
、
地
下
一
階
、
地
上
十
四
階
建
の
立
体
駐
車
場
を

併
設
し
た
四
宮
総
合
ビ
ル
が
美
し
く
そ
び
え
建
っ
て
い
ま
す
。
愛

災
後
、
二
年
七
カ
月
、
四
宮
神
社
が
こ
ん
な
立
派
な
姿
に
な
る
と

は
、
誰
も
が
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
交
通
至
便
、
芸
能

の
神
、
県
政
の
守
誼
神
、
今
後
も
市
民
、
県
民
の
敬
仰
の
神
と
し

て
多
く
の
崇
敬
を
集
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

立
派
に
な
っ
た
御
本
殿
、
よ
の
み
や
神
社
会
館

四
宮
神
社
宮
司
大
山
裕
史

山水流の家元隆丞さん（左）
と隆京さんの舞踏

測宮神社責任役貝総代

( 株）しも力､ わ不動産
代表取締役下川功
神戸市中央区山本通３－８６
樋誌0 ７８．２４１．１２８８
御料理仕出し

有限会社阿さ田
代表取締役清水丑次郎

神戸巾中央区花隈可３２５
晒話０７８．３４１．２０型／1 1 4 8

円符神社武任役貝総代
よのみや神社会跡迎設委員良

東洋地所株式会社
磯l 埼紘…郎
神戸市中央区楠町６－１２．９
砿話０７８．３５１．１２５１

( 株) ユーハイム・コンフェクト
代表取締役西正典
神戸市1 1 W 区北別府器・ルー２
電話０７８．９７４．９７５６

Ｉ叫宮神社寅任役員総代
四満神社本殿l I j 述奉賛会会陸
術”の岡女堂

代表取締役社災大谷泰男
神戸市兵庫区補原町１３
髄話０７８．５７５．５５３６
阿哲神社賢任役興総代

杉本司法事務所
司法書士杉本豊信
神戸市中央1 匹多剛通２５１４
寵話０７８．３４１．１５７２
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え
ん
を
結
ん
だ
か
さ
ね
菊

サ
ー
サ
お
ど
る
よ
弁
財
天

〈
順
不
同
〉

四
月
に
竣
工
し
た
地
下
一
階
、
地
上
十
四
階
の

「
四
宮
神
社
会
館
」

さ
く
ら
神
戸
は
春
ら
ん
ま
ん
で

高
橋
真
美

一
一

向 ､

必
ヱ

可
９

Ｆ
．
ル
ノ
ノ
ー
‐
窪
ｐ
Ｊ
ら

大山裕史宮司（前列中央）を囲んで。延歌にて

よ
の
み
や
扇
の
舞

唄
神
戸
の
タ
ー
坊

作
詞
小
泉
美
喜
子

三
ひ
ら
く
神
戸
は
扇

作
曲
小
野
瀬
晃
一
編
曲
夏
秋
茂
実

扇
か
ざ
し
て
唄
う
て
お
ど
れ

サ
ー
サ
お
ど
る
よ
弁
財
天

こ
こ
ろ
明
る
く
扇
の
舞
祁

出
船
入
船
ひ
か
り
の
海
を

祝
う
四
宮
ち
と
せ

い
ち
き
し
ま
ひ
め

扇
あ
わ
せ
て
唄
う
て品の
およち
どくぎ
れおり
ど
れ

回神事予定
８月1 1 日（月）１１：００遷座奉祝祭
神舞「四宮弁財天舞」山水流詩舞師範山水隆京
合吟「賦四宮弁財天」日本吟奨会吟士
１２：００芸能塚祭
「よのみや扇の舞」の奉納発表

１３：００直会（遷座奉祝祝賀の集い）

の
み
な
と

秋
の
神
戸
は
も
み
ぢ
の
錦

サ扇い
Ｉおち
サさき
おめし
どてま
ろ唄ひ
ょうめ
弁て品
財およ
天どく
れお
ど
れ

さ
す
手
ひ
く
手
も
か
ろ
や
か
に

の
ぞ
む
四
宮
か
ぜ
さ
や
か

こ こ 》
」
｝い

ち
き
し
ま
ひ
め

こ
ろ
愛
し
く
扇
の
舞

こ
ろ
楽
し
く
扇
の
舞

）
は
四
宮
お
お
ぎ
塚

蝿
品
よ
く
お
ど
れ

総合建設業

株式会社習田組
代表取締役細川勇治
神ﾉ『市灘区友田lIlJ4‐1．．１４
蝋話０７８．８４１．４鯉１（代表）

料亭ホテル
鈴江
鈴江延嘉

神戸市中央区花隈町１７．２４
電話０７８．３５１．３３３１

株式会社市来建築設計事務所

代表取締役社長市来幸一．
神J f 『| 沖央区花隈町８．１４
電話０７８‘３７１．１２３４

株式会社山本写真館

代表取締役山本泰史
神j f I l f 中央区下【‘; 手逆１二６
電話０７８．３３１．４２５４〈代表）

株式会社熊谷組神戸支店

取締役支店長根橋史郎
神戸市中央区磯上逆４－２２２
甑話０７８．２９１．０３４１（代表）

平和タクシー株式会社

代表取締役稲井信男
神戸市兵庫区葺; ; : [ 1 町２．２．１
電話０７８．５７６．８６８６
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大, 鳥居設計施

１
１０８

１

祝諏訪山稲荷神社
７月１日｢ 神戸復興百年烏居｣ 竣工

（
順
不
同
）

書・酒井伊勢神宮少宮司

神
戸
市
長
田
区
北
町
一
’
三
ｉ
五

（
神
戸
高
速
長
田
駅
南
口
）

電
話
○
七
八
’
五
七
五
’
六
二
八
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
八
’
五
七
五
’
六
二
八
三

高さ７メートル、幅8 メートルの「神戸復興百年鳥居」

工
㈱
岩
根
社
寺
工
芸

施
各
毒
鴬
殿
み
た
ま
社
祭
器
調
度
品

計》
趣
廉
鑑
熊
識
町
三
ｉ
五

大
電
話
○
七
八
’
五
七
五
’
六
一
一
八
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
八
’
五
七
五
’
六
二
八
三

に
㈱
岩
根
社
寺
工
芸

各
種
神
殿
・
み
た
ま
社
・
祭
器
調
度
品

諏
訪
神
社
総
代

佐
藤
岡
吉
阿
部
清
治

ド
田
英
夫
船
越
高
雄

岡
村
正
夫
中
村
幸
輔

近
藤
常
吉

神
〆
市
中
央
区
諏
訪
山
町
五
・

電
話
○
七
八
曲
・
縄
・
Ｉ
『
二
四
八
・

株
式
会
社
ク
イ
ン
靴
店

代
表
取
締
役
社
長

由
井
雅
美

神
戸
巾
中
央
区
北
長
狭
通
・
・
ｌ
菅
パ
〉
六
九

電
話
Ｏ
上
八
・
三
・
・
‐
‐
・
・
一
且
．
○

若
柳
吉
輝

〈
井
上
侭
子
こ
と
〉

神
．
脈
市
中
，
央
区
下
・
川
手
遇
一
・
一
‐
・
・
○

砿
話
○
七
八
当
冒
主
．
．
・
・
・
・
岳
・
国
一
・
．

株
式
会
社
ヤ
タ
ナ
カ
オ

代
箭
撒
熊
津
紀
文

遡
脚
市
、
央
区
悪
剛
逆
・
・
１
曲
五
・
Ｎ
元
町
ビ
ル

電
蒲
Ｏ
七
八
．
雪
一
・
・
・
一
．
‐
六
六
・
四

Ｏ
七
八
・
一
・
九
・
’
一
壱
・
九
一

面
》
Ａ
ｍ
Ｘ
内
羽
・
』
“
八
・
画
・
・
ｈ
狙
凸
ド
ハ
ル
僧
八
胆
八
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罵宇
Ｉ

夏の夕べに水辺に集う「海の盆」みんなそろって踊るよ踊ろ

こうべ海の盆踊り，ｇフ
Ｂ月１BEI(土)1ｓ:oo~巳1:sｏ

回昼の部１６: ００～１７: ５０
灘みやこ、長田宮神撫太鼓、田川寿美、
八多太鼓等
亘夜の部１８: ００～2 1 : ３０
子供向け盆踊り（メガレンジヤー音頭等）
民謡生演奏による大盆踊り( 神戸ハイヤ節等、
ＣＤと同じ内容）

m e w 主催「国際盆踊りコンテスト」
オリコ特別協賛｢ ゆかたで踊るコンテスト」

神戸メリケンパーク広場

ー

、品田J 轟告･ 『杓I 山師ｒＥ凸圃

今年もメリケンパークで‐ともに集
い、ともに楽しめる「こうべ海の盆
踊り」がはじまります。例年好評で
ある民謡生演奏による盆踊りに、
様々な国際色豊かなイベントが行わ
れます。神戸の歳時記をみなさんで
味わってください。

涜謡
解訂

跨遡Ｗ値＃ P 目、 ｡

ヤ

●①

｢ 海の盆」団収録曲５･ 相馬盆唄( 福島）
１.恵比寿太鼓(神戸）６.ドンハン節(秋田）

￥２，０００（税込）２花笠音頭(山形）７，ｿｰﾗﾝ節(北海道）
特製ＣＤブックレット付３.デｶﾝ ｼ ﾖ節(兵庫）８．炭坑節(福岡）

４.鹿児島おはら節(鹿児島）９,神戸ハイヤ節(中央区編）

お問合わせ：中央区海の盆踊り実行委員会
〒6 5 1 神戸市中央区雲井通5 - 1 - 1 中央区役所総務課T E L , 0 7 8 - 2 3 2 - 4 4 1 1

壷Ｑ盆

』

1０９

中央区海の盆踊り実行委員会

神戸市中央区雲井遣5 - 1 ‐･ １
念0 7 8 - 2 3 2 . 4 4 1 1

南京町商店街振興組合

神戸市中央区栄町通１８．１８
壷０７８３３２２８９６

元町商店街連合会

神戸市中央区元町通5 －７－１０
念0 7 8 . 3 4 1 . 6 9 6 5

元町東地域協議会( m e w ）

神戸市中央区＝宣町３．１．．１
公Ｏ７８－３９３－ｐＲ”

北野商業響働コミュニティ

神戸市中央区北野町４．割一・1 ２
公０７８２２２．１２６６

U本民;癖雑合会会侭児玉利夫n本民謡蕊会食粘
神〆太鼓保存会会長ぅ造

誇り高く日本の民謡を歌い
ロ木の太鼓を打とう

教室神戸市中央区元町通2 - 9 . 1 元町プラザ9 Ｆ
恋０７８‐8 9 1 . 5 4 7 4
F A X 0 7 8 - 3 9 1 . 2 8 8 5
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開業5 周年感謝特別メニューーー

豪華魚貝類の剣く盛りカックテルと
新イタリア料理夏のフルコース
夏の新鮮な魚貝類の氷盛'〕カツクテル､３趣のソー通常価格￥9,500
鴬( 鴬駕了縦謝γi 蝋瞬く鵡待価格圃捌
寿総?瀦総篭縦鷺郷￥4 , B O O
蒜)態劉蔑鴬鳶脱罰蕊必ずご予約下さい。
夏の和風サラダト画ピヵルフル.シのババロア、蕊｢月刊神戸っ子を見まし
ハワイアンゼリー仕立ても?一ヒー又はi 1圃辱お好た｣とお申し込み下さい。
みの方に焼きたてのパン

③有効期限/1 9 9 7年７月28日(月)～９月30日(火）
＠利用時間／１１：３０～１４：００

､ラストオ･･ダ..
１７：３０～2 ２

ラストオーダー2 1 ：3 0 〉

篇i'CTW棚ⅥＳＴＡ
〒6 5 o 神戸市中央区加納町2 丁目1 3 番7 号
T E L O 7 8 - 2 7 1 - 9 1 1 1 直通） 鍵

小磯記念美 のご案内
８／８（金）～９/２８（日）

企画展「小磯良平の挿絵とデザイン展」
収蔵作品展Ⅲ

小磯良平「第１回神戸みなとの祭ポスター」1 9 3 3 年

■開館時間：午前1 0 時～午後5 時（入館は午後4 時3 0 分まで）
国休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日のときはその翌日）

（展示替等で臨時に休館する場合があります）
■入館料：一般2 0 0 円（1 6 0 円）／高校・大学生1 5 0 円（1 2 0 円）

小･ 中学生1 0 0 円（7 0 円）※（) は団体料金
回交通：ＪＲ住吉駅・阪神魚崎駅のりかえ六甲ライナー「アイラン

ド北口駅」下車すぐ
※駐車場（有料）は美術館（公団）の地下にあります

神戸市立小磯記念美術館
神戸市東灘区向洋町中5 丁目７
TELO78（857）５８８０ 1１０
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